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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリン／スレオニンプロテインキナーゼの受容体相互作用タンパク質（RIP）ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、組織損傷、病原体認識、そして発生制御における炎症および細胞死に関与しています。RIPK1/RIPK3キナーゼを介した壊死は、ネクロプトーシスと呼ばれます。マウスにおいてこの遺伝子を破壊した場合、生後まもなく死に至ります。[RefSeq提供、2017年8月]
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	HL-60（1）、K562（2）、およびJurkat（3）細胞溶解物に対するRIPK1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。

